
2014年度岸保賞の受賞者決まる

受賞者：山岸米二郎

（NPO法人 気象環境教育センター）

業績：日本域微格子モデル（VFM）をはじめとする

数値天気予報の高度化に関する功績

選定理由：

山岸米二郎会員は，1972年から1985年に，気象庁予

報部電子計算室（現在の数値予報課）に在籍し，数値

予報モデルの開発を担当し，1983年度から２年間は数

値予報班長として，気象庁における数値予報モデル開

発の陣頭指揮にあたった．

当時の数値予報は，解像度が低く物理過程のパラ

メータ化も大幅に簡略化されていたため，主として総

観規模現象の予報に利用されていた．山岸米二郎会員

は1983年に運用が開始された日本域微格子モデル

（VFM：Very Fine Mesh Model，水平格子間隔63.5

km）の開発に尽力した．特に，Mellor-Yamadaの

レベル IIの乱流クロージャーモデルを導入し，境界

層内の乱流輸送の効果を数値モデルで適切に表現する

ことに成功した．この結果，それまで予報が困難で

あった降水量分布や気団変質，対流活動など中小規模

擾乱の予測精度を飛躍的に向上させ，関東地方の局地

的悪天や日本海上の冬期の降雪，突風を伴う寒気内低

気圧等を的確に予報することが可能となった．メソス

ケール現象そのものを力学的な手法で予測すること

は，当時はまだ斬新な取り組みであり，現場の予報作

業においても実際のメソスケール現象を的確に表現し

ていると高く評価された．VFM の実用化は，本格的

なメソスケール数値予報の端緒となった．この功績

は，天気予報作業における数値予報資料の役割を高

め，社会に提供する天気予報の精度向上につながるも

のであった．

1997年に気象庁退官後，(財)高度情報科学技術研究

機構に勤務し，科学技術振興調整費「高精度の地球変

動予測のための並列ソフトウェア開発に関する研究」

に参画して，各種数値気象モデルの地球シミュレータ

向けの最適化に尽力した．2004年には気象学会の活動

として天気予報研究連絡会を設立し運営委員に就任，

天気予報研究会を定期的に開催するなど，その企画・

運営にあたり，数値予報技術を含め気象予報技術及び

予報利用技術の向上に貢献している．また，一般向け

の質の高い書籍を多く発表し，気象知識の普及と啓発

にも尽力している．

以上のように，山岸米二郎会員は，日本域微格子モ

デル（VFM）をはじめとする数値予報の高度化を通

じて，一般社会に提供する気象情報の高度化に大きく

貢献した．また，数値予報モデル開発の途上で得られ

た知見を生かし，社会に対する啓発の書を発表した．

以上の業績は，故岸保勘三郎氏が目指した数値シミュ

レーションによる天気予報の高度化の歴史において高

く評価されるものである．

以上の理由により，山岸米二郎氏に岸保賞を贈呈す

るものである．
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山岸米二郎，2012：日本付近の低気圧のいろいろ（新しい
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2 象集誌論013年気 について

気象集誌編集委員長

文賞受賞者

象集誌編集委員会では，１年間に気象集誌に掲載

された論文の中から毎

佐藤正樹

気

な論文を選定し，顕

彰することとしています．2013年は下記３件の気象集

誌論文賞（JMSJ Award）受賞論文を決定いたしま

したので報告いたし

年数編優秀

：小司禎教

題目：日本の稠密GPS観測網を利用した水蒸気非一

様性抽出，及び対流性降水予測の可能性

Yoshinori SHOJI,2013:“Retrieval of Water Vapor
 

Inhomogeneity Using the Japanese Nationwide
 

GPS Array and its Pot

ます．

著者

l for Prediction of
 

Convective Precipitation.”J.Meteor.Soc.Japan,

91,43-62.

http://dx.doi.org/10.2151/jmsj.2013-103

著者：山本博基・余田成男

題目：理想化された準自転軸対称な惑星大気モデルに

おけるスーパーローテーション強度の理論的見

積もり

Hiroki YAMAMOTO and Shigeo YODEN, 2013:

“Theoretical Estimation of the Superrotation
 

Strength in an Idealized Quasi-Axisymmetric

 

Model of Planeta

 

entia

 

ospheres.”J. Meteor.
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月 崇・近本喜光・渡部雅浩・野沢 徹・建部

洋晶・坂本 天・小室芳樹・今田由紀子・小山

博司

題目：MIROCによるCMIP5近未来予測実験を用い

た北西太平洋における熱帯低気圧活動の過去・

近未来予測
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KOYAMA, 2013:“Hindcast  Prediction and
 

Near-Future Projection of Tropical Cyclone
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CMIP5Near-Term Experiments with MIROC.”

J.Meteor.Soc.Japan,91,431-452.

http://dx.doi.org/10.2151/jmsj.2013-402
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